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IBMi(AS/400)Client

１．PHP稼働環境（1/2）
【IBMiでPHP稼働環境を構築する場合】

IBM PowerSystem/POWER Processor

IBM i（OS）

PASE（Portable  Application Solution Environment）
※UNIX アプリケーションをAS/400上で稼働するための実行環境

Zend Server CE for IBMi

DB2

RPG/CLP

IBMi（AS/400）にZend Server CE for IBMi を導入します。
IBMi V7.1、V6.1、V5.4で無償提供されます。Zend.comからダウンロード可能です。
WEB ServerであるApacheとPHP実行環境およびZend FrameworkがPASEのもとで利用できます。
Zend Server Community Edition for iに含まれる「PHPツールキット」により、PHPアプリケーションから以下の方法でIBM  i  オブジ
ェクトにアクセス可能となります。
・プログラムCALL（PHPからRPGをコール）
・ネイティブアクセス（DB2ドライバによりDB2/400をアクセス）など

Browser
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IBMi（AS/400）

１．PHP稼働環境（2/2）
【Windows でPHP稼働環境を構築する場合】

IBM PowerSystem/POWER 

Processor

IBM i（OS）

DB2

RPG

Zend Serverを導入します。Zendよりダウンロードし入手します。
WEB ServerであるApacheとPHP実行環境およびZend Frameworkが利用できます。
DB2との接続はDB2コネクトあるいはODBCを利用します。

IBMi（AS/400）のRPG起動はCS Bridge（Socket通信による電文の送受信を使用した通信ミドルウェア：日本IBM提供（有償））な
どを使用すれば可能です。

Windows

Windows Server

Client

Browser

Zend Server DB2 

Connect

または
ODBC

CS

Bridge

など

3

http://www.php.net/
http://www.php.net/
http://www.apache.jp/
http://www.apache.jp/


社内ネットワーク

DBサーバー

Sola Query は前項の環境に柔軟に対応しています。

①WEBサーバー
WEBサーバーはIBMiまたはWindowsで構築可能です。

②Query定義モジュール
DBサーバーのDB情報からQuery定義を作成するモジュールです。

③Query実行モジュール
②で作成されたQuery定義を実行するモジュールです。

④DBサーバー
DBサーバーはIBMiのDB400を前提としております。
DB情報（ライブラリーオブジェクト記述、ファイル記述、ファイル項目記述）を構築するモジュールが存在します。
Query定義を作成するモジュール（②と同様の機能でIBMiで稼動するモジュール）が存在します。

DB400

WEBサーバー

Zend Server

Browser

DB2ｺﾈｸﾄ
または
ODBC

① ④

Query実行モジュール③

２．Sola Query の構成

Query定義モジュール②

DB情報構築モジュール

Query定義モジュール
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３．Sola Query の特長（1/8）

Query 定義の一覧画面
定義されたQueryの一覧表示画面です。

以下の機能を実行することができます。

①Query定義の一覧表示
②一覧からQueryの実行
③一覧からQuery定義の修正
④一覧からQuery定義の削除
⑤Query定義の新規作成

ユーザーに一般公開される画面は
上記の①と②のみとなります。

公開する・しないは、Query定義で指定できま
す。

右クリックで定義の修正、削除
を選択可能

行クリックでQueryを実行

QueryのIDまたはテキストで検
索が可能

Query定義の新規作成
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３．Sola Query の特長（2/8）

Query の実行画面

動的な選択条件が設定できま
す。

数値項目の集計を表示させます。

EXCEL、CSVへの出力ができま
す。

6

大量データの場合、ページナ
ビゲータが表示されます。

集計ボタンをクリックした場合に、別ｳｨﾝﾄﾞｳで
数値項目の一覧が表示されます。
集計したい項目にチェックを入れ、集計ボタンを
クリックすれば集計地が合計欄に表示されます。



３．Sola Query の特長（3/8）

Query の定義画面（ファイル選択）

選択されたファイルが一覧表
示されます。

一次ファイル以外は選択され
たファイルの中から、結合の相
手ファイルをリストから選択しま
す。

ライブラリー指定などで絞込み検索されたファイルの
一覧から対象となるファイルを選択します。
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３．Sola Query の特長（4/8）

Query の定義画面（結合指定）

一致レコード・一次ファイルと一致
レコードのいずれかを選択します。

指定されたファイルのフィールドを
ポップアップで選択できます。
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３．Sola Query の特長（5/8）

Query の定義画面（フィールド指定）

表示フィールドをチェックして表示
順序を指定します。

動的条件を指定します。

並び順を指定します。追加フィールドがあれば指定します。
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３．Sola Query の特長（6/8）

Query の定義画面（固定選択条件の指定）

固定的な選択条件があれば指定し
ます。

集計レコードを表示する場合は、集
計項目を指示します。
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３．Sola Query の特長（7/8）

Query の定義画面（Query定義の指定）

Queryの名前やテキストを入力しま
す。

更新で定義が作成されます。 フィールド名が重複している場合は、
一覧表示されますので、別名を指
定します。
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３．Sola Query の特長（8/8）

5050画面でのQuery定義 Query定義は5250画面でも行うことができます。
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４．制限事項

現在のバージョン（V1.0.0）では、下記の制限があります。

【編集コードに関して】
・数値項目に関して設定できる編集コードは‘１’（カンマ、ゼロあり、前マイナス）および‘Ｙ’（8桁日付）のみです。

【追加項目に関して】
・フィールドを指定する場合は、ファイル名＋“．”＋フィールド名で指定してください。
・項目と演算子の間にはブランクを1つ入れてください。
・細部までのエラーチェックはかかっていません。（数値フィールド以外で四則演算が設定されているなど）

【固定選択条件の値に関して】
・フィールドを指定する場合は、ファイル名＋“．”＋フィールド名で指定してください。
・設定できる値項目は1項目のみです。したがって、途中にブランクは設定できません。
（固定文字でブランクを使用する場合は”^”を使用します。）
・リスト（LIST）、否定リスト（NLIST）の設定は各値をカンマで区切って指定してください。
・範囲（RANGE）の設定は、開始値＋””＋終了値で指定してください。
（コントロールファイルの設定によって、最終画面でSQL文を変更可能にできます。ただし、チェックはかかりません。）

【制御レベルおよび計算の指定】
・制御レベルおよび計算の指定（合計・平均・最小・最大・カウント）を指定して、明細レコードと集計レコードの同時表示はできません。
ＥＸＣＥＬに出力して対応してください。
ただし、集計レコードのみの一覧表示は可能です。
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